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湯浅みや

真駒内川は、空沼岳を源として芸術の森・石

山緑地・真駒内公園を流れ豊平川に合流しま

す。下流部は人の手が加えられ、上流部は砂防

ダムが数基あり土砂供給がされず中流部は岩盤

が露呈しています。しかし、真駒内1号橋から

上流の芸術の森あたりまでの中流域には自然が

多く残されている急流河川です。

真駒内の森の観察会をしているうち、森に沿

って流れる真駒内川に出会いました。そして、

真駒内川をウェーダーを履いて観察しているう

花・虫たちがどんな生活をしているのかを、川

に流れ流されながら体感します。そして、子供

たちがいろんな生き物たちと出会いともだちに

なり、みんなで感動・発見・不思議を共有でき

ることを大切に考えています。

大人の目線ではなく、子供の目線で創意工夫

しながら年齢の異なる子供たち同志が互いに助

けあいながら、危機回避を学んで行けるよう

な、感受性豊かで情緒が安定した次世代の大人

に成長してもらいたいと願っています。

ちに、四季折々の森と川の美し

ちだけで"ひとりじめ"するのは

たくさんの子供たちにも知って

思うようになりました。

近年、都市化などの環境の変

に伴い“川は危険な場所である

という認識の下、子供たちも大

も川から遠ざかってしまいま

た。そのような現状から、川遊

の経験がある人もない人にも、

非とも川の魅力や素顔を知って

らいたい、記憶を蘇らせてもら

たい、川で遊んでもらいたい、

いう素朴な気持ちからこのクラ

が始まりました。

「真駒内川わんぱく川遊びｸ

ﾌｺでは、 “みんながチビッコ

イエンテイスト”であり、川の

の魚の棲む世界をみんなでの

き、魚たちの目線で河畔の林や

い表情を自分た

もったいない、

もらいたい！と 夷駒内川のそばでうまれ

そだった、ばばさんから「

むかしはもっとおさかな 盛

化
”
人
し
ぴ
是
も
い
と
ブ

ラ
サ
中
ぞ
草

2

自然保護団体の活動



今年度の活動
‘ スケジュ=JZ~､

川遊びは楽しい1
魚とり！水棲昆虫とり1

笹船流して、川の流れ発見！

レスキュー初級編

ⅡⅡ11ⅡⅡⅡI

川で泳ごう1
タイヤチューブで川すべり1

川にもぐって､川の世界発見I

レスキュー実践編
…

I】ⅡⅡUⅢⅢIⅡⅡⅡ

ｻｸﾗﾏｽってどんな魚？
夜の魚ウォッチング！

水辺のドングリの木がふえる

といいね、

苗木づくり！

●楽しい問い合わせ／申し込み先

真駒内川わんぱく川遊びクラブ

堀 由起

貴多本恭子TEL&FAX591-8060

■BG■■■■■■■■■■D●■■■●■■■■■■■■■■●■■■●■■■●■■■、●ロロ｡■●●●●●■●●■■■■■■

〈事務局〉ゆあさみや

TEL&FAX584-5501

e-mail:pace@mb. infosnow.ne・ip
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北方四島の自然保護は
北海道の自然保護の原点

ウ 成果一シンポジムの －

高畑 滋北方四島の自然保護を考える会

経過：昨年の9月頃、北方四島の返還交渉に先

駆けて、千島・サハリン・北海道領域の自然保

護を訴えるシンポジウムを札I幌で開こうと「北

方四島の自然保護を考える会」を有志で結成し

ました。北海道自然保護協会(HNCS)理事

会で話し合ったのがきっかけで計画が進みまし

た。シンポジウムのコンセプトを「この地域の

自然を一般市民向けに解説し、開発を考える前

に自然をどう守るのかを考える」としました。

市民向けに自然を解説するのは経験豊かな専門

家でなければ出来ないので、各分野の研究者を

探すことから始めました。幸いWWFから活動

助成を頂き、ロシアから鳥学者のジーコフさん

の招聡を北海道環境研究センターが計画してく

れて充実したシンポジウムを開くことができま

した。

内容：自然は生命の誕生以来の歴史をもってい

ますが、現在の自然に深くかかわりあいのある

最終氷期（11－1万年）以降の地史が自然環境

の基礎として大事です。幸い花粉分析によっ

て、北方地域の古生態を研究しておられる五十

嵐八枝子さんが、シンポジウムの趣旨を理解し

て「北方四島の地史的生態的意義一北海道との

つながりについて－」という演題で基本的な解

説をしてくれることになりました。「北海道の

自然史一氷期の森林を旅する一」 （小野有五氏

と共著、北大図書刊行会1991）で一般読者むけ

に分かり易く自然史を解説しておられる五十嵐

さんは、科学的に北方四島と北海道との関係を

示されました。

1999年11月20日シンポジウム参加者

氷河期以降の生物分布の変遷の歴史を受け

て、 1999年夏に国後島を訪問した植物学の佐藤

謙さんが「国後島・爺爺岳の植生」と題して、

最新の調査報告をしました。北海道と共通の種

が多く約170種の高等植物を確認しました。爺

爺岳は1973年に噴火しましたが、自然保護区で

あるため人工的な植生回復工事はされておら

ず、全くの自然の状態で植生遷移が観察される

ところとなっています。

海鳥類の専門家である小城春雄さんからは

「沿岸生物保護と漁業の関係」と題して、海鳥

保護のためには、流し網や定置網のような漁法

を規制する必要があることが示されました。会

場で漁網を広げて見せて、海中では霞網と同じ
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は、北海道とよく似ています。北方四島の貴重

な自然が、北海道と同じやり方で破壊されるこ

とに強い危機感を持ちました。北方四島は簡単

には行かれない遠い存在では無く、海鳥や海獣

類は国境に関係なく自由に往来しています。こ

の地域の自然を守れないようでは北海道の自然

保護は成り立たないでしょう。北海道の身近な

自然を守るのと同じ問題意識をもって、ロシア

の人達と力を合わせて運動していかなければな

らないと思いました。

運動の展望：シンポジウムには自然保護関係者

や研究者だけでなく、この問題に関心のある一

様に動物からは全く見えないこと、クジラや潜

水艦まで掛かってしまう事等を示されました。

さらに、和田一雄さんから「鰭脚（ききやく）

類の現状と海洋生物圏保全」というテーマで、

人間活動がアザラシ、オットセイ、 トド、ラッ

コなど食物連鎖上位の海獣類の生息を脅かして

いる様子を、データを基に示されました。北海

道で1993年迄の36年間に駆除・罹網したトドの

頭数は22,725頭で、捕殺がトド激減の原因であ
るとしています。 トドを絶滅危倶種に指定し、

海獣類の回遊ルートであるクリル・アリュート

海洋生物圏構想をロシア、アメリカ、日本です

すめる必要を話

されました。

サハリンから

参加したウラジ

ミール・ジーコ

フさんは鳥の研

究者で、 「極東

と北海道の渡り

鳥とその保護」

という題でロシ

ア語で講演され

根室市の不破理

江さんが通訳し

ました。この地

域の渡り鳥の生

態は日本とロシ

アの研究者の協
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シンポジウムパネルデスカッション（場所＝かでる2． 7）
同によって次第

に解明されるようになっており、北方四島は重 般市民、学生など大勢の参加者があり、超満員
要な渡りの中継地となっていることが示されま という盛況でした。道内各地は勿論東京からも
した。パネルディスカッションでは基調報告と 参加してくれました。参加者から、これだけの

して、近藤憲久さんが「北方四島自然保護の現 テーマを一度に聴けたのは大変有意義であっ
状と問題点」と題して、これまでの自然の解説 た、各講師の熱意が伝わる充実したシンポジウ

を受けて現状と自然保護上の問題点を提起しま ムであったなど大きな反響がありました。マス
した。続いて俵浩三さんをコーデイネータとし コミも大きく取りあげて報道し、科学者達の自

て各講師からの自然保護の提言と会場からの意 然保護についての社会的発言に注目しました。

見・討議がおこなわれました。 北海道の自然保護団体が中心となって市民に訴

北海道との関係：北方四島の自然の現況を聞い え、この地域を守る世論を大きくする運動を展

て、北海道では失われてしまった豊かで貴重な 開する必要があると思いました。特に緊急を要

自然が未だ残っていることが分かりました。し するのは、海鳥や海獣類で、環境汚染を最も受
かし、その自然は北海道が辿ってきたような強 け易い生物であり、漁業に因る被害が深刻なの

引な開発によって危機的な状況にあることもは で至急対策を立てることが求められています。

っきりしました。横行する密猟、密漁、密輸、 シンポジウムではこれらのことをアピール文に

巨大国際資本による海鳥コロニー近辺の石油開 まとめ各方面に働き掛けることにしています。
発、大規模森林伐採、シアン垂れ流しの金鉱開 皆様のご理解とご支援をお願いします。
発など、サハリンと南千鳥の自然保護の問題点

5



「ふれあい自然塾」とは

大雪山国立公園の南東部に広がる三股盆地

は、ニペソッ山、石狩岳連邦、ピリベッ岳、西

クマネシリ岳等の山々に囲まれた、山岳景観の

素晴らしい所です。三股盆地一帯は、かつては

エゾマツやトドマツの原生林が広がっていまし

たが、今では過度の伐採により、その面影すら

ない貧相な森林になってしまいました。林業の

最盛期にはl,000人を越す人々が住んでいた集

落も、現在は2世帯7人が住んでいるだけで

す。集落跡地には、野生化したルピナスが生い

茂っているものの、少しずつ自然の姿に戻ろう

としています。

昨年の春、この集落跡地に幅広い廊下のよう

な木道、立派なあずまや、ウッドチップを固め

た歩道が出現しました。これが環境庁の手によ

る「ふれあい自然塾」事業のはじまりでした。

このあずまやや木道は、 自然愛好家だけでなく

ルピナスを見に来た観光客からも批判の的とさ

れました。

十勝自然保護協会は、 1998年からこの計画に

ついて環境庁に説明を求め、意見を述べてきま

した。環境庁の説明では、集落跡地を中心とし

た範囲に約17億円をかけ自然体験ハウス、コテ

ージ、キャンプ場、集い語らいの小屋、エゾシ

カ観察施設､網の目のような遊歩道､あずまや、

園地、観察デッキ等の施設を建設し、環境教育

を行うというものです。一枚の地図以外何ら資

料も提示されないまま1999年度の工事計画が進

められました。

三股の自然

三股の本来の植生は、エゾマツ、 トドマツな

どの北方針葉樹林ですが、音更川に添ってはヤ

ナギやハンノキ、ハルニレなどからなる河畔林

が成立しています。また、集落の北には沢に添

って湿地や沼があります。この沢や沼の中に

は、わが国では3ヶ所しか分布のしられていな

いカラフトノダイオウ（レッドリスト登載種）

が生育しています。また、沼は多数のトンボの

生息地となっており、希少種であるカラフトイ

トトンボも確認されています。このような北方

針葉樹林、河畔林、湿地という環境が重なるこ

とにより、多様な生物が生息しているのです。

この地域には、環境庁のレッドリストに載って

いる植物が約10種あるほか、大雪山国立公園の

指定植物など保護すべき植物が多数確認されて

います。

工事をめぐる問題点

1998年に造られた木道の北川入口付近には､

エゾナミキソウ（レッドリスト登載種）の群落

がありますが、木道工事によって、この群落の

一部が損傷を受けた可能性があります。

1999年度に予定されていた工事は、林道（園

路兼管理車道）の整備、歩道、駐車場の建設で

した。この工事が当初の予定どうり行われてい

れば、林道脇の希少な植物が刈り取られる可能

性がありました。沼（トンボ池） と林道が接す

るところでは、人為的原因により沼の水位が上

昇し、 1998年から沼の水が溢れて林道上に流れ

6



潮
三股はどうあるべきか

十勝三股を訪れたことのある人

であれば、三股の魅力がその景観

のすばらしさや静寂、生物の多様

性にあることを分かっていただけ

ると思います。このような魅力を

台無しにしてしまう施設整備はな

ぜ必要なのでしょうか。

環境庁は、三股を自然体験､学
習活動の拠点とするために施設が

必要であるといいます。地元のひ

がし大雪博物館や博物館友の会で

は、三股をフィールドとして自然

観察やガイド養成講座、調査活動

を行っていますが、特別な施設が

なくてもこのような活動を行うの

になんら支障がないといっていま
あずまやと木道

ていました。沼に生育していたカラフトノダイ

オウは、水位の上昇により激減してしまったの

です。環境庁は林道に「河床路」を造る予定で

したが、水位を下げずに「河床路」を造れば、

カラフトノダイオウの回復は見込めません。ま

た、ウッドチップによる歩道予定地はクロミサ

ンザシ（レッドリスト登載種）の生育地です。

このように、環境庁は希少な生物に対する配

慮を全くしないまま工事をしようとしてきたの

です。十勝自然保護協会では、環境庁に質問書

や意見書を送付して抗議してきました。

す。

まるで「道の駅」のような自然体験ハウスを

造って多くの人々に利用してもらいたいとのこ

とですが、あちこちでオーバーユースの声が聞

こえる昨今です。より、自然保護に力を入れる

べきではないでしょうか。

環境庁は最近小金持ちになったようで、名称

を変えて国立公園のあちこちで施設整備事業を

始めました。「環境庁」であればこそ、自然や

環境を守るために有効に税金を使ってもらいた

いものです。

検討会の設置

自然保護団体の抗議に当惑した環境庁は

1999年度の工事の着工を延期し、 1999年12

月に学識経験者、地元の住民代表、地元自

治体の代表等で構成する「大雪山国立公園

十勝三股整備検討会」を設置しました。驚

いたことに、ここで初めて「大雪山国立公

園十勝三股ふれあい自然塾整備運営基本計

画書」 （平成11年10月15日付け）が提示さ

れました｡

この検討会は、 1999年度は12月から3月

まで4回開かれました。検討会の話し合い

を踏まえた環境庁の結論は、 「自然体験ハ

ウス、宿泊施設、歩道は建設したいが、規

模等については検討する。1999年度に予定

していた工事は凍結する｡｣というもので、

残念ながら、計画を根本的に見直すという

ものではありませんでした。なお、検討会

は4月以降も継続するとのことです。

､蕊

i
と

ウッドチップの遊歩道
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の説明会でも、批判の声が高まる中、行き詰ま

りを覚えてか、打開策として、昨年12月に検討

会なるものを発足させ、計画の再検討をゆだね

る一方意見聴取もはじめました（当会の意見陳

述は今年2月12日及川裕会長が行う。十勝自然

保護協会ニュースNo89掲載)。このことは、環

境庁が独自に進めてきたこれまでのやり方を反

省して、有識者・地元関係機関、地元住民など

に計画の是非を問おうとしたもので、各層の意

見を聞く機運が生まれ、 とりあえず好ましい方

向に動いたものと考えられます。

当会は検討委員に指名されませんでしたが、

今後この会がどのように検討を進めていくのか

注目してゆきたいと思います。

十勝三股問顕

｢ふれあい自然塾」

計画をめぐる環境

庁と十勝自然保護

協会の協議経過

佐藤与志松 一[検討委員］

身分・所属

帯広畜産大学畜産学部教授

北星学園大学社会福祉学部教授

北海道自然環境課長

北海道十勝支庁自然環境課長

上士幌町長

上士幌町教育長

糠平温泉観光協副会長

糠平温泉自治会長

三股幌加自治会長

ひがし大雪ガイドセンター

事務局長

蔵
一
治
滋
幸
二
一
隆
夫
充

名
裕
達
輝
敏
康
準
吉
康

氏

藤巻

辻井

原田

後藤

西尾

河合

中村

蟹谷

田中

河田

1995年5月、環境庁自然環境保全審議会は、

大雪山国立公園の公園計画見直しの一つとして

十勝三股地区を集団施設地区に指定する答申を

しました。この指定に向けては、地元上士幌町

も働きかけをしてきました。指定を受けて具体

化したのが「ふれあい自然塾整備事業」計画で

す。面積263鰯の集落跡地と林地に施設を配置

し、自然体験・学習の場にしようとするもので

す。

計画の説明にはカヤの外に置かれていた当会

は、98年遊歩道が着工されたことを知り、こち

らから申し入れし、上川の担当者（公園統括管

理官）に説明を受けたり、現地視察を共同でし

たり、札幌の事務所に質問書・要望書を提出し

たりしてきました。

この過程を通じて、環境庁の当会への対応

は、庁側が主導で進めるという意思がありあり

で、資料提示も進んでしたがらない様子でし

た。しかし、われわれのいくつかの要請に対し

て、容れることがありました。

・計画全体を決定的なものにしないこと。

・奥地林地のキャンプ場をはずすこと。

● （99年度計画の）林道整備にはブルトーザー

をいれないこと、 トンボ池や遊歩道延長の整

備に対しては貴重な植物や昆虫があるから調

査した上で、 もっと多くの人々の知恵を集め

て方策を練り直すまで工事を見合わせるこ

と。

事務局環境庁職員

環境庁は工事を見合わせました。地元住民へ

8



鱈 踊工して16年・日高横断道

時のモノサシをもとに
新たな視点で日高横断道路の
見直しを

江部靖雄北海道自然保護協会

然保護団体、山岳会等多く

の市民団体の猛烈な反対に

もかかわらずバブルの絶頂

期’84年に強行着工されま

した。当初の計画でいけば

もう完成していい時期であ

るにもかかわらず着工以来

16年経過、進捗率40%にと

どまっています。昨年道開

発局は建設省の通達に基づ

き事業採択から10年経過継

続中の道路事業に対して当

該道路の再評価を行いまし

たが「事業継続」を決定し

ました。同様に北海道も政

策アセスによる再評価の結

果「事業の効果」を認め継

続を追認しました。然しな

がら再評価チェック手法、静内側・工事最奥現場、暎光橋(289m)、千石トンネル手前 がら再評価チェック手法、

国の財政赤字は645兆円を超えました。北海 項目が開発局、道と各々異なりお互いの道路工

道は昨年「財政非常事態宣言」を公表、全ての 事区間を評価対象からはずしたり、開発局の再

事業に政策アセス制度導入を決定しました。 評価では未だ道路工事継続中である北海道の工

国、地方共に財政は弧火の車〃で危機的状態に 事区間を既に完成したものと仮定して投資効果

あります。いったん走り出したら止まらないと の分析をし、 もっとも大事な便益（走行時間短

言われる大型公共事業計画のあり方がいまその 縮で得られる利益）を事業費で割った費用便益

是非が問われています。1960年代から地元関係 比は1.7と想定して、投資効果ありとされる1.0

市町村の強い要望で実現したと言う「日高横断 の基準を上回った評価をしている。と最近の朝

道路」 （道々静内中札内線・以下当該道路）計 日新聞（3月15日付）は再評価方法そのものが

画は当初より「開発か保護｣かで世論を2分し、 日本の縦割り行政の反映で矛盾と疑問があると

自然破壊は許さないと言う地元住民、全道の自 指摘しています。当該道路全長101.2km中、国

9



主要道道静内中札内線L=25.3km

至
広

一

、

（道開発局）による直轄開

発道路として25.3km、残り

の75.9kmを北海道が工事を

担当しているが前者の開発

道路25.3キロのうち完成区

間4キロ（98現在）が北海

道に引継いだに過ぎない。

昨年から静内側はいよい

よ日高山脈襟裳国定公園の

特別保護地区であるカムイ

エクウチカウシ山とコイカ

クシュサツナイ岳の間の主

稜線の地下を貫通する千石

トンネル(1,063m)架設

工事が、予算向う4年間5

億円かけて始まりました。

が林道もない掘削工事現場

で今年2月7日には落石事

故により作業員が死亡した

と報道されましたが、周囲と報道されましたが、周囲

旦餐

rb

IX
y

月

毛

罐
J

高見ダム上部林道の崩壊か所

すと言われています。時のモノサシではかり道

路計画の目的､必要性､妥当性を新たな視点で、

住民参加、意向調査等々を通して第三者による

公平客観的な機関による抜本的な再評価と見直

しを求めてゆきたいと思います。

の山々はたえず崩壊

の爪跡が残っていますが、険峻な地形と軟弱な

もろい地質で、今後も難工事が必至と考えられ

ます。今後千石についでコイボク、福谷各トン

ネル及び道内最長といわれる全長4.5キロの静

中トンネルエ事はまだまだ先のこと、調査．設

計計画すらたっていないといわれる当該道路計

画は日高山脈の主稜核心部分を貫通するいまの

時点で再検討をすることが求められます。

不要不急の大型公共工事の典型と言われ、工

事費1,000億円以上、人によっては4,000億円要

ﾉ0
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日高横断道路建設経緯

日高山脈襟裳国定公園に指定

道環境影響評価審議会知事宛ゴ

ーサイン答申

自然公園法＆保安林解除決定最

終手続完了

工事着手（延長101.2km、640億

円）

一般道々から主要道路に昇格

開発道路完成区間(25.3km) L

≠3km北海道へ引き継ぐ

北海道開発局事業採択から10年

経過継続中の道路事業に対して

「再評価」事業審議委員会の答

申受けて継続決定｡北海道も｢政

策アセス」で事業継続決定追

認。

北海道自然保護協会一北海道知

事及び北海道開発局長宛

日高横断道路事業の抜本的な再

評価を求める要望書及び質問書

提出。

十勝自然保護協会道知事・道

開発局長へ要望書提出。

道内自然保護団体、国立公園協

会、日本山岳会、勤労者山岳連

盟、W.W. F日本を始め反対

の声は全国に広がり、国際自然

保護連合の委員会でも取り上げ

られ、環境庁、道開発庁宛要請

文が届けられる等内外の著名

人、学者研究者の支援が多く寄

せられた。

着工以降も引き続き、工事監視

と現地調査、登山を兼ねて、各

個別団体は行動を継続、特に道

央地区勤労者山岳連盟は毎夏

「日高自然セミナー」を開校、

登山と現地調査を兼ね地道に現

在も続けている。

道開発局道路計画北海道に提

出、同意

道開発局、環境影響評価書公表

同上公聴会

道と北海道自然保護協会道自然

保護団体連合と話しあい

日高横断道路を一般「道々」に

認定

1970～1980年 1981. 10

1983. 10

1984

1994. 4

1997. 3

1999. 3

2000. 21979. 12

1980 １
３
９

2000. 4

12

中
札
内
側
・
札
内
川
７
の
沢
出
合
の
橋

〃
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⑥編集後記冬金全会公公金公公公公公へ公公▲公公公公▲公公公公▲公公公▲公公公公公公公公公▲公公へ▲公金

●昨年の3月に士幌高原道路が道の施策であ の静内まで片道一車線の自動車道路にするには

る「時のアセスメント」の最終結論で、着工が 全体の3分の1の完成度と、私は考えていま

中止になりました。この士幌高原道路建設反対 す。 16年×2＝これから32年後の完成では何の

の活動最中に、これが決着したら次は日高だ 為の・誰の為の道路なのか、考えざるを得ませ

れ、 と話題になっていたのです。 ん。 事務局小山健二

●日高中央横断道路は16年前の秋に、自然保
●表紙写真

護団体や多くの全国の市民が反対する中で強行
中部日高山脈

着工されたのを思い出します。バブル経済真っ
門馬光徳

盛りで、我が国の自然保護活動がバブルに押し

認め鮒M64つぶされようとしていたのです。

●2月3日、北海道自然保護協会は、北海道 2000年5月20日発刊

知事に日高横断道路（道道静内中札内線）事業 発 行北海道自然保護連合

の抜本的な再評価を求める要望・質問書を提出 事務局札幌市南区川沿10条3丁目12-2

小山健二様方
しました。そして、 4月13日に十勝自然保護協

TEL･FAXO11-572-2069
会が同様の要望書を道知事に提出しました。

発行人稲田孝治

●日高山脈は大雪山や知床のように知られて 印 刷㈱北海道機関紙印刷所

いません。工事進捗率は40％と発表されていま 賛助会費年間3,㈹0円
郵便振替02710-5-4071

すが、道路の起点になる十勝の中札内と日高側

ト
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営業時間/AM.10:00～P.M､7:00

定休日／毎週月曜日

札幌本店

白石店

旭川店

札幌市北区北12条西3丁目

札幌市白石区本通り1丁目南

旭川市忠和5条4丁目

B(011)726-1235

B(011)860-1111

B(0166)61-1930

（専用駐車場完備）

’
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